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恐らくブドウを栽培しているであろう大規模ビニールハウスを見つけた。
ブドウの旬は七月下旬から十一月上旬なこともあり、実際にブドウがなっ
ている所は見れなかったが、都農はワイン生産でブドウを使うことや、木
の形状からブドウを栽培しているであろうと判断した。しかし都農町に
とって重要な産業であるブドウの栽培場所にしては、綺麗に整備されてい
るとは言いがたい。これもやはり都農町の課題である「若者や働き手不
足」の影響を受けているのだろう。このように基幹産業であるにもかかわ
らず整備されていない所に都農町の現状が垣間見える。

この場所には、以前は何かあったような雰囲
気であった。地図の左から右にかけて歩いた
が、それまでに3か所以上はこのような場所
があった。もともとはどのような場所であっ
たのか、現在は使われたいないのか。手入れ
をしている様子はなく、この空いたスペース
を地域の方にとって良いものにできないだろ
うかと感じた。

公⺠館は本来地域の方々の交流の場であるはずだが、全く⼈気がなかった。
そのため、お話を聞けそうな⼈もおらず、普段どのように使用されている
のかということは分からなかった。この日はたまたま使用されていなかっ
ただけかもしれないが、外で業者の方以外の⼈をほとんど見かけなかった
り、空き家と畑を管理されているご夫婦が「この辺りは子供もほとんど通
らない」とおっしゃっていたりしたことから、現在はほとんど機能してい
ないのかもしれない。隣にある自動販売機は、業者の方が作業の合間に利
用していた。

急な坂道と交通量の多い
道路が合流する場所の
「止まれ」の道路標示が
消えかけていて見えにく
くなっている。通行自体
がやや危険であるため、
ここを通る⼈のほとんど
は慎重に運転するとは思
うが、万一の場合を考え
見えやすくしてほしい。

災害時に危険が伴いそうな
電柱があった。倒れた笹や
伸びた木が電柱に絡まって
いた。街灯さえない地域で、
もし大規模な地震や大雨が
降った場合、停電が起きる
と避難時にも影響が出たり、
生活に支障をきたしてしま
う。地域の方にも周知して
いくべきだ。このような個
所は3か所以上あり、早急
に改善が必要だ。

現在右の写真の太陽光パネルが設置されている高架橋は2010年に都農第1
発電所,11年に都農第2発電所として稼働し始めた。⻑さ3.9kmの高架上に、
12,962枚（第1：442枚、第2：12,520枚）のパネルが設置され、町内・県
内の電気を賄っている。この高架橋ではかつて1977年から1996年までリニ
アモーターカーの走行実験が行われていた。実験終了のために使用されな
くなった後、日照時間の⻑さと快晴日数の多さに注目し、官⺠挙げて太陽
光発電の拠点が作られた。

日中戦争と太平洋戦争で戦死した方々の慰霊碑を見つけた。決して大きくはな
い自治体である都農町からも15名の方々の命が奪われたことがとても痛ましい。
この方々のおかげで、今の日本があると考えると感謝の念が尽きない。また
必ず後世に残していかないといけないと感じた。この慰霊碑が何か地域活性化
に繋がるかと言われたら難しい。しかし戦争の悲惨さを後世に残していくため
に都農町の現状を考えても、なかなか手が回らないとは思うが、保全をして残
していってほしいと感じた。

大きく曲がっていてほとん
ど見えなくなっていた。何
の影響を受けたらこのよう
に曲がってしまうのだろう
かと不思議に思った。「自
転車歩道通行可 ここから」
と書かれているが、写真を
撮って拡大してようやく読
むことができた。自転車で
通行している⼈には絶対に
伝わらないだろうと思った。

高鍋美々津線302号線沿い
にある自動販売機の裏に
おいてあったペットボト
ルのゴミがあった。宮崎
の中心市街地では、自動
販売機の周りにペットボ
トルや缶が放棄されてい
ることが目に見えて分か
る。しかしここでは茂み
の中に隠れてしまってい
た。いつの間にかごみが
溜まってしまいそうで、
環境問題に繋がるのでは。

高い場所は海抜30mである
のに対して、低い場所は海
抜7mとなっていて小内差が
大きい。加えて曲道になっ
ていて木々が生い茂るため
に道の先が見通しにくく
なっていて大変危険だ。道
路は凹凸があり通行がしに
くくなっている。この道の
先には家や畑などがあり通
行する⼈は少なくないため
通行しやすくしてほしい。

もう少し時間がたてば茂みに隠
れてしまいそうな「津波に注
意」という看板があった。かな
り前に建った看板だろう。この
エリアは海岸が近く満開トラフ
が来た際には高台に急いで逃げ
なければならない。だが、この
ような看板は私たちが歩いてき
た中で初めて目にした。どこが
標高が高いか判断しづらく、都
農に初めて来た⼈は非難が困難
だと感じた。安心安全は生活に
必須だ。
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今回私たちが担当したエリアは都農駅から離れていたため、ほとんど⼈に会うことがなかっ
た。しかし、出会えた⼈は少なかったものの実際に歩いて地域の方々にお話を伺ったことで、
この地域の良いところや課題を見つけることができた。
まず、良いところの一つ目は、地域の課題に向き合っている方々がいるということだ。都市

部への⼈口流出が深刻化している地域が抱える問題として、空き家の放置や老朽化、倒壊など
があげられる。今回、これらの問題を少しでも解決しようとしている方々に直接お話を聞くこ
とができ、地域の課題をとても身近に感じることができた。空き家と畑の管理をされているご
夫婦が「近所の方に迷惑をかけないようにやっている」と話されていたり、農家のレストラン
三福の料理⻑の⼯藤さんが「（空き家を）もったいないと思って」と話されていたりしたこと
が印象に残っている。そして二つ目は、過去に使用されていたものが再利用されているという
ことだ。国道沿いに続く高架橋の上に並ぶ太陽光パネルがその例である。かつてリニアモー
ターカーの走行実験が行われていたという都農町の意外な過去に驚いたのと同時に、現在使わ
れなくなったものを再生可能エネルギーとして再利用しているので環境にやさしいと思った。
一方で、課題もいくつか見つけることができた。まず、安全面に関する整備が行き届いてい

ないということだ。この地域を実際に歩いてみて、危険だと感じた箇所がいくつもあった。ま
た、施設が機能していないのではないかと感じたり、解決しようとしている方がいるもののま
だまだ空き家や畑などの放置された資源が目立っていたりした。これらの課題は、一刻でも早
く解決したいところだが、何しろ周辺に⼈が少ないのですぐに解決することは難しいと思った。
最後に、これらのことを通して今回の実習で感じたことをこれからの大学での学びに生かし

ていきたい。

実際にお店に伺った際には、料理をいただくことはできたも
のの、ご多忙のため直接お話を聞くことはできなかったので、
お昼時には多くのお客さんが訪れる⼈気店なのだと実感した。
しかし、料理⻑の⼯藤さんが名刺をくださったので、後日電
話でお話を伺うことができた。⼯藤さんは、もともと宮崎市
在住だったが、都農町役場に勤める知り合いの方の紹介が
きっかけで、都農町の空き家を活用してレストランを開くこ
とを決めたそうだ。料理には、ワインの搾りかすを餌に混ぜ
て育てたワイン牛や宮崎県産の桜姫鶏、都農町産のぶどうや
梨を使用している。ワイン牛はワインの臭みは一切なく、赤
身が綺麗でサシと呼ばれる網目のように入っている白い脂肪
が多いことが特徴で、桜姫鶏は柔らかくて臭みがなくジュー
シーなことが特徴である。客層は、平日はほとんど地元の方
だが、休日は半数以上が宮崎市、日向市、新富町、佐土原町
などの町外の方で、「国道沿いにあるからではないか」と話
されていた。下の写真は、左が桜姫鶏を使用した親子丼で、
右がワイン牛を使用した牛丼である。ボリュームがあってと
てもおいしかった。

畑で農作業をされていた60代後半のご夫婦にお話を伺うことが
できた。ご夫婦は日向市在住だが、休みの日だけ都農町に来て
この畑と隣接する空き家を都農町役場から借りて管理をしてい
るのだそうだ。このことについて、「近所の方に迷惑をかけな
いようにやっていることだ」と話されていた。休日だけ都農に
来ているため、都農の詳しいことをお聞きすることはできな
かった。しかし、いろんなことを教えて下さった。畑では、ブ
ルーベリーや玉ねぎ、きゅうり、梅などを育てていた。下の写
真に映る梅は、奥さんが漬けた梅である。砂糖と少量のビール
で煮て冷やして作ったそうだ。細かく調理方法を教えて下さり、
とても親切な方だった。もっと周囲に⼈がいて、このような料
理方法などを共有できる環境があれば、この地域はもっとコ
ミュニケーションの場が広がり、活発化できるのではと感じた。

⼈と関わりがあるわけではないのに、
特別報酬があるわけでもないのに一生
懸命管理をされていた。この方々いる
からこそ、景観が守られているのだと
思った。逆にこのご夫婦が、管理でき
なくなってしまったら今度は誰が管理
できるのだろうと不安にもなる。また、
お話している中で出てきたキーワード
は、「少子高齢化」だった。周囲に高
齢の方しかおらず、小学生、高校生は
見ないとおっしゃっていた。都農小学
校は、教員不足のため1学年1クラス
しかないことも教えて下さった。
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